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ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン

や
四
川
大
地
震
、
日
本
を
含
む

世
界
各
地
の
異
常
気
象
、
サ
ブ

プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
や
食
料

・
原
油
価
格
の
高
騰
、
道
路
特

定
財
源
暫
定
税
率
問
題
や
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
導
入
に
よ
る

混
乱
等
々
、
地
球
規
模
の
天
災

・
人
災
か
ら
政
治
課
題
ま
で
、

Ｔ
Ｖ
の
報
道
番
組
の
ネ
タ
に
事

欠
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
こ
う
し
た
事
の
影
響
が

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
ジ
ワ

ジ
ワ
と
忍
び
寄
っ
て
来
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。

新
名
神
開
通
、
予
想
以
上
の

通
過
車
両
や
Ｓ
Ａ
や
Ｐ
Ａ
、
Ｉ

Ｃ

の

利

用

に

沸

い

て

い

ま

す

が
、
甲
賀
市
政
も
決
し
て
順
風

満
帆
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
厳
し

い
財
政
難
の
中
、
各
種
事
業
の

取
捨
選
択
や
補
助
事
業
の
削
減

・
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
嶋
市
政
一
期
目
の
ま
と

め
の
年
、
共
に
先
を
見
据
え
て

取
り
組
ま
ね
ば
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
末
の

夢
来
で
「
心
機
一
転
励
み
ま
す
」

と
大
見
得
を
切
っ
た
私
で
す
が

力
不
足
で
す
。
自
ら
に
「
活
」

を

入

れ

直

さ

ね

ば

な

り

ま

せ

ん
！

厳しい時代到来の予兆を感じませんか？

平
成
二
〇
年
度
予
算
は
、
昨
年
度
よ
り
八
億

円
減
の
三
百
十
九
億
五
千
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
削

減
や
合
併
前
後
の
特
例
債
に
よ
る
事
業
の
償
還

が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
今
後
も
一
層

厳
し
く
な
り
ま
す
。
か
つ
て
の
よ
う
な
潤
沢
な

予
算
を
得
る
に
は
、
新
名
神
関
連
で
企
業
誘
致

を
図
る
し
か
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
希
望
ヶ
丘
地
区
の

上
下
水
道
が
、

月

日
を
も
っ
て
市
に
移
管
さ

12

31

れ
る
こ
と
は
、
平
成

年
に
東
洋
開
発
と
甲
南
町

16

と
の
間
で
締
結
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ク

リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
ま
だ
残
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
早
急
な
調
整
が
待
た
れ
ま
す
。

水
口
市
民
病
院
の
診
療
所
化

水
口
市
民
病
院
が
医
師
の
確
保
が
出
来
な
か

っ
た
こ
と
に
よ
り
四
月
一
日
よ
り
診
療
所
化
さ

れ
、
水
口
医
療
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
全

国
的
な
医
師
不
足
の
問
題
を
甲
賀
市
も
被
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
度
予
算
町
内
主
要
事
業

○

土
地
区
画
整
理
事
業
（
寺
庄
駅
周
辺
）

五
〇
二
〇
万
円

○

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
寺
庄
駅
周
辺
）

一
億
一
三
一
一
万
六
千
円

○

甲
南
Ｉ
Ｃ
開
通
記
念
事
業

四
二
万
三
千
円

予
算
書
に
見
る
甲
南
町
単
独
の
事
業
は
寺
庄
駅

周
辺
整
備
事
業
だ
け
で
、
甲
南
駅
周
辺
整
備
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
継
続
事
業
の
み
で
、
新
た
な
予

算
化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
い
こ
う
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

市

内

の

情

報

格

差

の

解

消

と

、

放

送

と

通

信

の

一

元

化

を

図

る

こ

と

を

目

的

に

、

市

内

事

業

者

を

民

間

活

用

す

る

こ

と

で

進

め

ら

れ

て

き

ま

し

た

が

、

事

業

主

体

に

問

題

点

が

見

出
さ
れ
、
再
構
築
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一

日

も

早

い

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構

築

が

望

ま

れ
ま
す
。

今
井
副
市
長
の
辞
職

厳

し

い

財

政

事

情

甲
賀
病
院
の
移
転
問
題

甲
賀

市

民
の

医
療

の
拠

点
甲

賀
病

院

の
移

転

場

所

は

、

水

口

町

松

尾

の

市

有

地

に

な

り

そ

う

で

す

。

今

年

度

予

算

で

国

道

一

号

線

の

バ

イ

パ

ス

か

ら

の

導

入

路

建

設

の

予

算

が

承

認

さ

れ

た

こ

と

か

ら

も

伺

え

ま

す

。

近

日

中

に
病
院
組
合
議
会
に
諮
ら
れ
ま
す
。

今
月
八
日
、
今
井
副
市
長
が
辞
職
さ
れ
る
と

い
う
緊
急
事
態
が
勃
発
し
ま
し
た
。
信
楽
町
長

時
代
の
助
役
の
収
賄
罪
容
疑
逮
捕
に
伴
う
道
義

上
の
責
任
を
取
っ
て

の
事
で
す
。
中
嶋
市
政
に

と
っ
て

女
房
役
の
副
市
長
の
辞
職
は
今
後
の
市

政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
市
政
運
営
に
支
障
の
な
い
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

希
望
ヶ
丘
上
下
水
道
の
移
管

甲

南

Ｉ

Ｃ

の

開

設

は

今

年

度

中

道

路

特

定

財

源

が

国

会

を

通

過

し

た

こ

と

に

伴

い

、

甲

南

Ｉ

Ｃ

の

工

事

が

再

開

さ

れ

ま

す
。
一
日
も
早
い
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。



市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
に
つ
い
て

次
の
六
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

①
ス
ポ
少
の
活
動
状
況
と
今
後
の
あ
り
方

①
中
学
校
の
部
活
動
へ
の
支
援

②
部
活
動
に
お
け
る
中
高
の
連
携

③
好
成
績
の
児
童
生
徒
へ
の
激
励
と
顕
彰

④
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
性
化

⑥
地
域
密
着
型
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
育
成

教
育
長
よ
り
各
項
目
に
つ
い
て
現
状
の
説
明
が

あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
市
の
活
性
化
と
健
康

増
進
上
最
も
重
要
で
あ
り
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の

ま
ち
を
め
ざ
す
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
学
力
状
況
調
査
の
結
果
は

全
国
の
小
六
と
中
三
生
を
対
象
に
、
昨
年
四
月

に
実
施
さ
れ
た
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
、
次
の
五

点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

①
学
力
調
査
結
果
の
分
析
・
公
表
は

②
甲
賀
市
の
児
童
生
徒
の
学
力
状
況
は

③
滋
賀
県
の
学
力
調
査
結
果
は
平
均
以
下
、
こ
の

こ
と
を
ど
う
捉
え
る
か
。

④
学
習
状
況
調
査
に
見
る
甲
賀
市
の
子
ど
も
達
の

状
況
は

⑤
市
独
自
の
学
力
調
査
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

教
育
長
よ
り
、
①
公
表
し
な
い
。
②
甲
賀
市
の

子
ど
も
達
の
学
力
は
ほ
ぼ
全
国
平
均
に
近
い
数
値
。

③
検
討
委
員
会
で
対
策
を
練
り
、
次
年
度
に
生
か

す
。
④
家
族
と
一
緒
の
食
事
、
家
庭
学
習
の
時
間
、

社
会
的
事
象
へ
の
関
心
で
国
・
県
の
平
均
以
下
。

⑤
県
・
市
の
状
況
把
握
、
個
人
へ
の
対
応
や
手
だ

て
の
た
め
今
年
度
も
実
施
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

Ｃ
型
肝
炎
患
者
の
救
済
に
つ
い
て

苦
し
み
の
中
に
あ
る
患
者
の
方
の
手
記
を
も
と

に
質
問
し
た
が
、
明
確
な
答
弁
は
得
ら
れ
ず
。

大
き
な
つ
ぶ
や
き

日
本
の
国
政
は
議
院
内
閣
制
で
す
か
ら
、
選
挙
で
選
ば
れ

た
多
数
党
（
連
立
も
あ
る
）
の
国
会
議
員
の
中
か
ら
首
相
を

は
じ
め
大
臣
の
多
く
が
選
任
さ
れ
、
行
政
府
の
各
省
庁
を
運

営
す
る
官
僚
を
指
揮
し
て
国
政
に
あ
た
り
ま
す
。
法
律
も
議

員
提
案
で
も
定
め
ら
れ
ま
す
が
、
法
案
の
ほ
と
ん
ど
は
行
政

が
作
成
し
内
閣
が
提
示
し
国
会
で
審
議
・
議
決
さ
れ
ま
す
。

道
路
財
源
や
後
期
高
齢
者
の
問
題
も
こ
う
し
た
政
治
シ
ス
テ

ム
運
用
上
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

一
方
、
大
統
領
制
は
二
元
代
表
制
で
、
大
統
領
と
議
員
は

別
々
に
選
ば
れ
ま
す
。
行
政
府
も
大
統
領
と
一
緒
に
総
入
れ

替
え
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
法
案
は
議
員
提
案
の
み

で
、
大
統
領
は
一
切
提
出
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
、
法
案
の
拒

否
権
が
大
統
領
に
は
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
連
日
放
映
さ
れ

る
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
の
異
常
な
盛
り
上
が
り
の
原
点
は
ど

こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
県
政
や
市
政
は
、
こ
の
二
元
代
表
制
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
条
例
案
の
ほ
と
ん
ど
は
国
政
と
同
じ
く

議
会
で
は
な
く
行
政
が
作
成
し
、
知
事
や
市
長
が
提
出
し
ま

す
。
議
会
に
は
首
長
の
不
信
任
議
決
権
が
あ
る
と
は
言
え
、

日
本
の
地
方
政
治
で
は
知
事
や
市
長
の
権
限
は
大
統
領
制
以

上
に
強
大
で
す
。
大
阪
府
の
橋
下
知
事
を
見
て
一
層
そ
う
思

い
ま
し
た
。
ま
も
な
く
重
要
な
市
長
選
挙
で
す
。

市
長
や
行
政
に
対
し
て
市
議
会
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
。

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

お
ね
が
い

一
般
質
問
へ
の
要
望
、
「
行
政
」
や
「
教
育
」
に

関
わ
る
要
望
や
相
談
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
一
緒
に
考

え
行
動
し
ま
す
！
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甲
賀
広
域
農
道
の
整
備
に
つ
い
て

○

甲
南
Ｉ
Ｃ
開
設
に
伴
う
広
域
農
道
の
整
備
は

ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か

・
Ｉ
Ｃ
入
口
の
右
折
レ
ー
ン
と
信
号
は

・
柑
子
塩
野
線
と
広
域
農
道
交
差
点
の
信
号
は

・
平
成

年

月
議
会
で
質
問
し
た
、
Ｉ
Ｃ
入

17

12

口
付

近
の
カ
ー
ブ
と
勾
配

に
つ
い
て
、
県
道

甲
南
阿
山
伊

賀
線
ま
で
の
区

間
の
概
略

設
計

を
発
注

し
た
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

○

広
域
農
道
の
農
道
と
県
道
は
ど
の
よ
う
に
区

分
さ
れ
て
い
る
の
か
。

・
現
在
工

事
中
の
柑
子
塩
野
線
（
新
名
神
側

道
）

完

成
後
は
、
広
域
農
道
は
ど
こ
の
管
轄

（
農

道
、
市
道
、
県
道
）
に
な
る
の
か
。

・
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
最
も
交
通
量

の
増
大
す
る
部
分

の
整
備
・
補
修

は
ど
こ
が
行
う
の
か
。

○

広
域
農
道
は
現
状
で
も
、
伊

賀
と
甲
賀
を
結

ぶ

最
短

路
と
し
て
幹

線
道
路
化
し
て
い
る
。

・
Ｉ
Ｃ
開
設
で
通

行
量

が
さ
ら
に
増
大
す
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
対
応
で
き
る
と
考

え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

・
特

に
無
従
谷

の
谷
筋

と
尾
根
筋

を
横
断

す
る

た
め
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
連
続

し
、
視
界

が

悪

く
、
事
故

が
多
発

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

○

Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
と
な
る
県
道
甲
南

・
阿
山
伊

賀
線
の
伊

賀
市
へ
の
ル
ー
ト
は
策
定

済
み
な
の
か

審
議
会
等

へ
の
議
員
の
参
加

、
傍
聴

に
つ
い
て

※夢来甲賀13号が特集号だったため、

12月議会と３月議会を報告します。


